
２０２０年度 青森県ユース審判サッカー３級昇級講習会 

（一社）青森県サッカー協会審判委員会 

１. 期 日 令和３年１月３０日（土） 

２. 会 場 八戸市スポーツ研修センター 

３. 参加者 ３級昇級希望ユース審判員５名 ＋ ＲＡＣ審判員２名 

 審判インストラクター５名 

 石田 明 （県審判委員会インストラクター副部長） 

 石鉢 学 （県審判委員会指導育成部ユース部長） 

 佐々木 公昭 （審判インストラクター） 

 沢目 秀樹 （審判インストラクター） 

 袴田 健 （審判インストラクター） 

４. タイムスケジュール 

時間 １月３０日 

９ 開講式（スタッフ紹介・自己紹介） 

競技規則テスト 

10 【座学】審判員としての知識（石鉢 ins） 

【座学】審判報告書の書き方（石鉢 ins） 

11 【座学】非認知能力（石鉢 ins） 

12 昼食 

13 【講演】審判員として（山崎匠悟 ref） 

14 【実技】審判団の打ち合わせ（石田 ins） 

【座学】動きとポジショニング（石田 ins） 

15 【実技】フラッグテクニック（沢目 ins） 

開講式（今後の動きについて） 

 

５. 講習会の様子 

 当初は１月３０日～１月３１日に行われる「第２回八戸市サッカー協会中学生サッカー大会（ト

ップ）大会」での実技を想定していたが、新型コロナウイルスの影響で試合が中止となってしま

った。そのため、急遽１日のみの研修形式での講習会とした。 

 ＲＡＣ審判員を招へいした。プレゼンの実践だけでなく、今後の目標を再確認させるために、受

験者にむけて発表をさせた。 

   

   



６. 参加者レポート 

 酒井 莉一（中学２年生・男子） 

 審判講習会では、審判の基礎や審判するために必要な心構えなど大切なことを教えてくださり、あ

りがとうございました。 

 石鉢ＩＮＳのＤＩＳＣ理論では自分のことをより詳しく知ることができ、とてもためになりました。

また、審判の打ち合わせはとても必要なんだと思いました。この作業を怠ると誤審に繋がったりして

しまうことがわかったので、主審をやる機会があった時はしっかり話し合い、準備をしようと思いま

した。 

 最後に、今回の審判講習会ではたくさんの知識を得ることができました。ありがとうございました。 

 

 菩提寺 俊甫（高校１年生・男子） 

 昇級すると審判のできる回数が増えると思って、３級昇級講習会に参加しました。講習会に参加し

て、審判は試合を一番近くで見れる立場で、その試合をより良い試合にする責任があると知りました。

講習会の中で一番印象深かったのは、レフェリーミーティングです。レフェリーミーティングでは自

分の思いを伝えることが大切だと知りました。また､伝えるだけでなく、他の審判の話しを聞くことも

大切だと知りました。ミーティングでは自分の言葉で上手く伝えることができませんでしたが、とて

も貴重な経験をすることができました。 

 

 加賀谷 崚（高校２年生・男子） 

 今回の３級昇級講習会が実施されたことが、なによりも嬉しく思いました。現在はコロナウイルス

が流行してる中ですが、他の審判員と交流し合えて、とても良い機会になりました。 

 今までサッカーをやり続けていますが、ルールや審判のシグナルの出し方が分かっておらず、今回

の試験を受けてルールブックを見直す時間がとても必要だと感じました。さらに、審判の難しさや楽

しさも学ぶことができました。実際に中学生の試合で学んだことを実践してみたかったですが、今回

できなかった分、練習試合や他チームの試合の手伝いで審判をやって、実績を積んでいきたいです。 

 今回の３級昇級講習会を通して、自分の短所と長所を見直すこともできましたし、新しい仲間がで

きたことがとても嬉しかったです。これから先もコロナの影響で試合のできる数が少ないですが、そ

の少ない機会を無駄にせず、審判をやって自分のレベルを上げ、できればその試合のレベルも上げら

れる審判になりたいです。また会う機会があったら、よろしくお願いします。本当にありがとうござ

いました。 

 

 張山 大翔（高校２年生・男子） 

 今回のユース審判３級昇級講習会を受ける前まで、私は絶対に審判が出来ないなどと言っていまし

た。しかし、講習では周りの人が優しく教えてくださったり、私とあまり歳の変わらない人がプレゼ

ンなどをして、少し自分に自信がつきました。また、大会ではいつも選手ばかり見てすごいなぁーと

思っていましたが、審判講習会を受けて、選手だけでなく審判の凄さや大切さに改めて気づきました。

本当に良い体験でした。 

 

 松代 陽（高校２年生・男子） 

 以前から３級審判に興味があったので、今回のユース審判３級昇級試験は受けました。４級審判を

取得した後に自分のサッカーにおける役割を増やし、更なるスキルアップを目指そうと思い、参加さ

せて頂きました。このコロナ禍の中、当初とは違う形で講習会を受けることになりましたが、貴重な

お話を聞くことができ、とても勉強になりました。実技試験を受けることはできませんでしたが、大

会が中止になったにも関わらず、場所を変更し、講習会を開いてくださったインストラクターの方々

に大変感謝しています。３級審判に昇級した際には、地域のサッカーに貢献するよう努力したいと考

えています。またお会いする機会がありましたら、その時は是非ご指導のほどよろしくお願い致しま

す。 



 山崎 匠悟（高校２年生・男子） 

 以前にこの講習会で３級を取得し、今年度２級を受験して合格したので、これまでの体験を踏まえ

て、「仲間」の皆さんに講話をさせていただきました。リスペクトの気持ちをもち、サッカーに関わる

仲間を大切にすることで、審判員としても人としても成長できると思います。今回参加された審判員

の皆さんは話を聞く姿勢も前向きで、こちらとしてもとても話しやすく、自分の思いを真剣に伝える

ことができました。 

 今回出会った仲間と一緒に活動できると思うと、今から楽しみです。ありがとうございました。 

 

 大手 祐哉（高校３年生・男子） 

 三級昇級試験に挑戦する皆さんと一緒にサッカー審判について学ぶことによって、新たな気づきを

得られるのではないかと思い、二年目になりますが参加させていただきました。 

 実際に受けてみて感じたことは、まず初めにみんなとても真面目だと思いました。中学生の受験者

も１人いて、中学校から審判の道を気づくことができて、これから様々なことに挑戦しようとする姿

勢に心打たれました。今年は実技試験が無くなってしまい、受験者の皆さんと一緒にレフェリーチー

ムを組むことができず、すごく残念でした。皆さんも今回の昇級試験で楽しみにしていたことの一つ

だと思います。 

 それでも、石鉢ＩＮＳのサッカー審判員についてのお話やインストラクターの皆さんの献身的なご

指導のおかげで、自分自身も大いに成長することができました。これからは周辺の環境が変わり、様々

な場所で審判のことを学ぶ機会が増えていくと思います。これまでサッカーについて学んだことを忘

れず、新たな学びを得ながら、たくさんのことに挑戦していきたいと思います。講習会に参加した皆

さん、本当にありがとうございました。 

 

 沢目 秀樹（審判インストラクター） 

 ２０２０年度青森県ユース審判員サッカー３級昇級講習会が八戸市スポーツ研修センターで９時

から１６時まで行われました。この講習会に講師補助として参加し、「フラッグテクニック・笛の吹

き方」と題して１コマ担当させていただきました。前日の夕方にお話を頂き、仕事の合間で資料を

作成したための簡素な内容となってしまいましたが、少人数ならではの和気あいあいとした雰囲気

の中、みんなで声掛けして基本的なフラッグテクニックを伝え、共有することができたと思います。 

 講義の中で、受講者と同年代の山崎匠悟君の講義が彼らにとって刺激的な内容であったのかなと

思いました。県を越えて審判仲間が作れ、ユース審判員でも大きな舞台で活動できる場があると伝

えることで、審判分野も広いなと感じたと思います。普段その辺のおじさんが審判してるだけとい

う認識から、いろいろな講習会や研修会を経て審判しているんだという認識に変わったのではない

でしょうか。 

 今回は直前に大会が中止となって実戦が経験できない状況で、会場変更から日程修正等大変だっ

たと思いますが、受講者含め我々にとっても大変有意義な講習会になったと思います。私個人とし

てはユース審判員育成担当だと思っているので、今後も参加していきたいと思います。 

 


